
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

表面粗さに着目した遠赤外線ミラーを用いた人体画
像取得

永野, 貴寛
九州大学大学院統合新領域学府

廣田, 正樹
九州大学大学院統合新領域学府

https://hdl.handle.net/2324/7237134

出版情報：第32回研究発表会要旨集, pp.104-105. The Japan Society of Infrared Science and
Technology
バージョン：
権利関係：



⾲㠃⢒ࡓࡋ┠╔࡟ࡉ㐲㉥እ⥺࣑࣮ࣛࡓ࠸⏝ࢆேయ⏬ീྲྀᚓ 

Human body image acquisition using LWIR mirrors focusing on surface roughness 
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と表面粗さ Raの関係を示す。可視光領域では

どちらも反射率 Rvは 60％に満たず、特にどち

らのアルミ箔の非光沢面とも 20%以下であ

る。また、Aの光沢面の反射率 Rvを基準とし、

表面粗さ Ra の増大による反射率 Rvの減少率

を見ると、可視光領域では波長 2.5 µmの赤外

領域よりも約 2 倍の影響を受けており、より

短波長ほど表面粗さの増加による影響を受け

ることが分かった。図 3(b)は波長 2.5~15 µmの

反射率 Riと表面粗さ Ra の関係を示す。波長 10 µm の遠赤外線では光沢面、非光沢面どちらに

おいても 90％程度の反射率 Riを有しており、可視光領域での反射率 Rvと比較し大きな差があ

ることが分かった。これは表面粗さ Raの 0.15~0.31 µmと可視光付近での波長が近く、表面粗さ

と光が干渉するためである。 

 

４．まとめ 

表面粗さ 0.3 µm程度のアルミ箔は、可視光線

を拡散反射し、遠赤外線を鏡面反射する遠赤外

線ミラーとして扱うことが出来る。交差点に遠

赤外線ミラーを設置することで運転者は交差す

る道路上の歩行者などを確認でき、出会い頭事

故の抑制に役立てることが期待される(図 4)[3]。

また、室内に設置することでプライバシーに配

慮した高齢者の見守りシステムを実現できる。 
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(a)                                            (b)  

図 3反射率と表面粗さの関係 ((a) 波長 0.25 ~ 2.5 µm領域、(b) 波長 2.5 ~ 15 µm領域) 
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図 4 遠赤外線カメラによる死角の 

人物の撮影 

 
(a)                          (b) 

図 2 分光反射率測定  
((a) 波長 0.25 ~ 2.5 µm領域、(b) 波長 2.5 ~ 15 

µm領域) 
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